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1.主体、2.客体、3.反対者、4.補助者、5.送り手、6.受け手の 6 つに縮約させた。 
 Dundes(1964)はネイティブ・アメリカンの民話を構造分析した結果、物語の本質は、
欠如の回復、もしくは過剰の解消から成り立っているという見解を示している。 



















































































缶コーヒーのテレビ CM における物語効果について検証を行った。 
 CM 総合研究所から提供していただいた、2009 年から 2011 年の缶コーヒーCM のデ
ータの分析を行った。分析に際しては、テレビ CM におけるコンテンツ効果を確かめ


















の高い CM は感情的反応に対しては有意が認められたが、物語性の低い CM は有意が
認められなかった。 
 このように、物語性の高低によって受け手の認知的情報処理が異なることが示唆され
た。 
 
 
